
 第６４回彩の国建設工事の入札及び契約事務適正化委員会議事概要 
 
１ 日時 
  令和元年１０月２５日（⾦） ９時３０分〜１１時３０分 
 
２ 場所 
  埼玉教育会館 １０４会議室 
 
３ 出席委員 
  ⻘⽊委員、桑野委員、猪⽊委員、及川委員、⻑岡委員 
 
４ 審議事項及び結果 
（１）総Ａ徐）社会資本整備綜合交付⾦（改築）⼯事（国道４６３号跨道橋上部⼯） 

（朝霞県土整備事務所） 【一般競争入札（総合評価）】 
  （質疑応答） 
   〇 総合評価方式の点数と入札価格の関係はどうなっているか。 
    → 総合評価方式の点数は、技術評価点と価格評価点に分けられる。価格評価点 
     は基準価格を設定し⼊札価格がその価格以下になった場合、⼀律に高い点数に 
     なる。 
    
   ○ 入札に参加したＡ社とＥ社は、両社とも入札価格が基準価格以下となっている 
    ので、差は技術評価の部分だと思うが、技術評価のうちどの点で差が出たのか。 
    → 両社とも「継続教育への取組」という項目の技術評価点を得ているが、Ａ社 
     が0.5点、Ｅ社が１.0点の加点であったため技術評価点に差が出た。 
    
   ○ 入札に参加した会社のうち技術評価点が満点の会社があるが、他の会社との差   
    はどこに出たのか。 
    → 技術評価点のうち「工事成績評定」で技術評価点を得ているため差が出た。 
    
   ○ 「工事成績評定」とはどういった評価点なのか。 
    → 埼⽟県が発注した⼯事の過去２年間の⼯事成績の平均点に応じて加点される。 
     工事成績とは、工事が完成したときの出来によって発注者が点数をつけている。 
     過去２年間に、埼⽟県の発注⼯事を請け負っていなければ加点されない。 
    
   〇 総合評価を⾏っているのに、⼊札結果を⾒ると⼀番低い価格で⼊札をした企業 



     が落札している理由は何か。また、⼊札結果をみると技術評価点が満点の企業 
     でも、落札するには基準価格より低価格で⼊札しなければならなくなってしま 
     っている。 
    → 基準価格より低価格で⼊札し落札した場合は、現場代理⼈の兼任を認めない 
     など厳しい条件を設けている。また各入札参加者は、自らの技術評価点をある 
     程度把握でき、低⼊札になった場合の条件をクリアする必要があるということ 
     を確認したうえで事業者は入札に参加している。 
      ⼀番低い価格で⼊札をした企業が落札している理由については、今回の案件 
     は「総Ａ徐」と案件名についているが、この場合は具体的な技術提案を各企業 
     から求めることになっていてその配点が10点となっている。この配点が、か 
     なり高い配点（18.5点満点のうち10点）となっている。この評価点は各企業 
     が工夫を凝らして御提案を頂く内容なので、通常であれば各企業で点数にばら 
     つきが出るが、今回の案件に限っては各企業とも素晴らしい御提案であったの 
     で技術評価点数に差が出なかった。そのため、今回の案件は技術評価の部分よ 
     りも価格評価の部分が入札結果に影響した。また、価格と技術の総合評価であ 
     る以上、競争入札ではあるので価格と技術の両面を評価した結果一番優れたも 
     のを評価してその結果が、低⼊札であった場合は、現場代理⼈の兼任を認めな 
     いなど厳しい条件を設けて、工事の出来を担保している。 
 
   〇 もう少し技術評価の比重を多くする評価方法もあってもよいのではないか。 
    → ⾼度な技術提案をするとその分費⽤が増えていってしまう。技術を評価する 
     ⼀⽅で費⽤を低くすることで評価を⾏う考え⽅もありその両⾯で評価している 
     のが現状である。 
 
  （結果） 
   ○ 当案件の⼊札・契約⼿続きは適正に⾏われていた。 
  
（２）３０島中管第４０２号農業⽤管⽔路更新⼯事（加須農林振興センター） 

【一般競争入札（価格競争）】 
  （質疑応答） 
   ○ 試掘⼯の回数が当初の予定から変更され、回数が増えている理由は何か。 
    → この⼯事とは、少し離れている場所で、同じような⼊替⼯事を⾏う予定があ 
     りその工事の設計で、実際に撤去する管の位置を詳細に特定する必要があり試 
     掘工の回数を増やした。 
 



   ○ 試掘⼯を増やした箇所は、今回の⼯事の路線内であるのか。 
    → 今回の⼯事の路線内ではない。次年度以降に⼯事を⾏う箇所の試掘⼯を⾏っ 
     た。今回の案件で⼯事を⾏った箇所以外も含めて島中地区としてひとつの事業 
     として⾏っている。予算や、その年度の⼯事の量に従って順次⼯事を進めてい 
     るところである。次年度以降の⼯事を適切に⾏えるようにするために、試掘⼯ 
     だけ今回の案件の工事に含んでいる。 
 
   ○ 今回の案件の⼯事の試掘⼯は、前年度に⾏ったのか。また変更はなかったか。 
    → 試掘⼯については、資料がないので正確な数はわからないが前年度に試掘⼯ 
     を⾏っている。変更についてはなかった。 
      
   ○ 試掘工の回数に基準などはあるのか。 
    → 路線の状況を⾒て判断している。まっすぐな部分では必要ないが、曲がり部 
     分などは確認する必要があるので試掘⼯を⾏う。今回の事業で⼊替を⾏う管⽔ 
     路は、昭和４０年代に作られていて⼯事や委託の発注前に、当時の資料を確認 
     しているが、実際には管の位置が変わっていることがあり、正確な発注を⾏う 
     にあたり試掘⼯を⾏う必要があった。 
 
   ○ 今回の案件の⼯事とは別の⼯事の試掘⼯が⼊っている理由は何か。 
    → 工事費としては、今回の案件の工事が大部分を占めていて、別の工事の試掘 
     工は非常に少ない費用となっている。また、事業としては島中地区全体で動い 
     ている。この事業は平成２６年から始まっていて、⼀番最初の⼯事で、既存の 
     資料で設計を⾏っていって、実際の現場では管がずれていたりしたので、工事 
     に合わせて試掘を⾏っておけば、効率よく⼯事ができるという判断があったと 
     思われ、前年度の⼯事で試掘を⾏っている。 
    
   ○ 今回の案件の工事の発注に際して、別の場所の工事に関する標記は入れている 
    か。 
    → 仕様書の中に試掘工が含まれていることについては標記があるが、その試掘 
     工の場所の標記はない。 
 
   ○ 前年度に⾏った試掘⼯を⾏った結果というのは、次年度以降の実際の⼯事にお 
    いてより正確な⼯事を⾏うことに⽣かされているということか。 
    → そのとおりである。 
 



  ○ 入札にあたっての地域要件について教えてほしい。今回の案件の久喜市（旧栗橋 
   町）はなぜ杉⼾県⼟整備事務所管内と加須市の業者なのか。 
 
   → 一般競争入札の業者の選定の仕方が公表されていて、その中で、杉⼾県⼟管内 
    であれば想定業者を３０者程度確保できれば、競争性が確保され⼀般競争⼊札が 
    成⽴するという考え⽅がある。３０者程度確保するにはどういった括りかたが良 
    いかを発注課で設定し今回は、杉⼾県⼟整備事務所と加須市となった。そこで、 
    どの自治体を取るのかは、発注課で判断しているが今回の案件は、現場に一番近 
    い自治体から選んでいる。 
 
  （結果） 
   ○ 工事の対象の標記（どこまでが今回の工事の対象かどうか）を、今後、内部で 
    検討していただきたい。 
     
（３）１８所沢航空記念公園野球場防球ネット設置⼯事（大宮公園事務所） 

【指名競争入札】 
  （質疑応答） 
   ○ 資料のなかの⼊札・⾒積結果情報の摘要欄に失格となっている業者があるがど 
    ういう意味か。 
    → 今回は最低制限価格を下回った業者を失格としている。 
 
  （結果） 
   ○ 当案件の⼊札・契約⼿続きは適正に⾏われていた。 
 
（４）右岸流域川島南中継受変電設備ほか改築⼯事（荒川右岸下水道事務所） 

【一般競争入札（価格競争）】 
  （質疑応答） 
   ○ 一般競争入札の事後審査型というのはどういったものか。 
    → 工事には色々な条件があるが最初に書類を求めるのではなく、入札が決定し 
     たあとに書類を求めてそれから⼊札条件を満たしているか審査を⾏いその後落 
     札者を決定する方法である。 
 
   ○ まずは、価格で落札候補者を決定してその後書類を求めるということか。 
    → そのとおりである。 
 



  （結果） 
   ○ 当案件の⼊札・契約⼿続きは適正に⾏われていた。 
 
（５）平成３０年度県発注⼯事に係る次回の審議事案の抽出について（追加） 
  （質疑応答） 
   なし 
 
   原案の２件は以下の【抽出工事一覧】のとおり決定した。 
  【抽出工事一覧】 
   ・橋りょう修繕⼯事（落合橋補修⼯） 
   （随意契約５号、飯能県土整備事務所） 
   ・３０柿受第８０４号支線２号移設工事 
   （随意契約８号、新三郷浄水場） 


